
 

事 務 連 絡 

令和４年６月１０日 

 

 各 
都道府県

市区町村
 介護保険担当主管部（局） 御中 

 

               厚生労働省老健局 高 齢 者 支 援 課 

認知症施策・地域介護推進課 

   老 人 保 健 課 

                                              

 

社会的重要インフラ自衛的燃料備蓄事業の周知依頼について 

 

  

日頃より、介護保険行政の推進に多大なる御協力を賜り、厚く御礼申し上げま

す。 

標記事業に関して、今般、下記の内容について、資源エネルギー庁から周知依頼

がまいりました。内容について御了知いただくとともに、サービス事業者等への周

知の御協力をお願いいたします。 

 

記 

＜石油タンクを使用するもの＞ 

１．補助対象施設 

災害等発生時に避難場所まで避難することが困難な者が多数生じる高齢者施設

等 

※補助対象に該当するかは個別の状況により異なりますので、「４．その他」の申

請者用手引書をご参照いただくとともに、問合せ先にご確認ください。 

 

２．補助対象設備・経費 

・石油製品（揮発油、軽油、灯油、重油）を貯蔵する容器(以下「石油製品タンク」

という。)の購入を伴う設置に要する費用 

・設置する石油製品タンクの石油製品により稼動させる発電機と発電機設置に要

する費用（発電機のみの設置は対象外） 

※ただし、「地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金」における非常用自家発

電設備整備の補助を受けている場合、その補助対象経費が重複していないこと。 

※その他の詳細については、下記 URL にある申請者用手引書をご参照ください。 
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３．補助上限額 

・石油製品タンクの導入：１，０００万円（税抜） 

・石油製品タンク及び当該設備に接続する燃焼機器及び発電機（容器と連結して

いなくても、容器に貯蔵する石油製品によって稼働させる燃焼機器及び発電機

を含む。）の導入：５，０００万円（税抜） 

※補助率は設置主体によって異なります。 

 

４．その他 

詳細については下記URLをご参照いただくか、下記問合せ先までご連絡願います。 

 

＜令和３年度補正予算 社会的重要インフラ自衛的燃料備蓄事業公募のページ＞ 

http://www.zensekiren.or.jp/06contents01/01/0101/0106/05 

 

＜令和３年度補正予算 社会的重要インフラ自衛的燃料備蓄事業申請者用手引書＞ 

http://www.zensekiren.or.jp/wp-

content/uploads/06/06contents01/01/0101/0106/05/20220523_%E7%94%B3%E8%AB

%8B%E8%80%85%E7%94%A8%E6%89%8B%E5%BC%95%E6%9B%B8%EF%BC%88R3%E8%A3%9C%EF%

BC%89.pdf 

 

＜令和４年度予算 社会的重要インフラ自衛的燃料備蓄事業公募のページ＞ 

http://www.zensekiren.or.jp/06contents01/01/0101/0106/06 

 

＜令和４年度予算 社会的重要インフラ自衛的燃料備蓄事業申請者用手引書＞ 

http://www.zensekiren.or.jp/wp-

content/uploads/06/06contents01/01/0101/0106/06/20220523_%E7%94%B3%E8%AB

%8B%E8%80%85%E7%94%A8%E6%89%8B%E5%BC%95%E6%9B%B8%EF%BC%88R4%EF%BC%89.pdf 

 

＜事業に関する問合せ先＞ 

全国石油商業組合連合会 高橋 

TEL：０３－６５５０－９２４４ 

Email：k-takahashi@zensekiren.or.jp 

 

 

＜ＬＰガスタンクを使用するもの＞ 

１．補助対象施設 

・災害等発生時に避難場所まで避難することが困難な者が多数生じる高齢者施設

等 

http://www.zensekiren.or.jp/06contents01/01/0101/0106/05
http://www.zensekiren.or.jp/wp-
http://www.zensekiren.or.jp/06contents01/01/0101/0106/06
http://www.zensekiren.or.jp/wp-
mailto:k-takahashi@zensekiren.or.jp


 

※補助対象に該当するかは個別の状況により異なりますので、「４．その他」の申

請者用手引書をご参照いただくとともに、問合せ先に御確認ください。 

２．補助対象設備・経費 

・ＬＰガス災害バルク等の設備の購入費用 

※その他の詳細については、下記 URL にある申請者用手引書をご参照ください。 

 

３．補助上限額 

  ①ＬＰガスを貯蔵する容器と供給設備のみ： １，０００万円 

②上記①＋補助対象ＬＰガス設備（次の③を除く）：３，０００万円 

③上記①＋発電機（コジェネレーション含）＋空調機器：５，０００万円 

※補助率は設置主体によって異なります。 

 

４．その他 

詳細については下記URLをご参照いただくか、下記問合せ先までご連絡願います。 

 

＜令和３年度補正予算・令和４年度 石油ガス災害バルク等の導入事業費補助金公

募のページ＞ 

https://saigaibulk.net/ 

 

＜令和３年度補正予算・令和４年度 ＬＰガス災害バルク等の導入補助金申請者用

手引書＞ 

https://saigaibulk.net/dl/dl/document03.pdf 

 

＜事業に関する問合せ先＞ 

  一般財団法人エルピーガス振興センター 

助成事業室 災害バルク担当 

Email：saigaibulk@lpgc.or.jp 

https://saigaibulk.net/
https://saigaibulk.net/dl/dl/document03.pdf
mailto:saigaibulk@lpgc.or.jp


事 務 連 絡 

令和４年６月13日 

 

 介護保険事業所開設者 様 

 

長野市長 荻 原 健 司  

 （保健福祉部高齢者活躍支援課） 

 

令和３年度介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算の 

実績報告について（通知） 

 

日頃から、介護保険事業に御尽力いただき、感謝申し上げます。 

 標記については、厚生労働省から発出された「介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇

改善加算に関する基本的考え方並びに事務処理手順及び様式例の提示について」（令和３年３月

16日付け老発0316第４号）及び「「介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算に関す

る基本的考え方並びに事務処理手順及び様式例の提示について」の一部改正について」（令和４年

５月16日付け老発0516第１号）により、各事業年度における最終の加算の支払いがあった月の翌々

月の末日までに提出することとされています。 

つきましては、令和３年度に介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算を算定した

事業者は、下記により実績報告書を提出してください。  

なお、別紙様式３－２「介護職員処遇改善実績報告書・介護職員等特定処遇改善実績報告書（施

設・事業所別個表）」の事業所名については、昨年度ご提出いただいている令和３年度の計画書の

別紙様式２－２、２－３に記載した事業所と一致させてください。 

 

記 

 

１ 提出書類 

 ・別紙様式１－２ 

  「確認票」 

 ・別紙様式３－１ 

「介護職員処遇改善実績報告書・介護職員等特定処遇改善実績報告書（令和３年度）」 

 ・別紙様式３－２ 

「介護職員処遇改善実績報告書・介護職員等特定処遇改善実績報告書（施設・事業所別個表）」 

 

２ 提出書類掲載場所 

 次の長野市公式ホームページ上に、提出書類様式等を掲載しています。 

○長野市ホームページ 

「トップページ」→「組織でさがす」→「保健福祉部高齢者活躍支援課」→「介護保険事業者の

皆様へ」→「介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算の実績報告について」 

 

３ 提出部数  １部 
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４ 提出期限  令和４年８月１日（月）必着 

 

５ 提出先   〒380-8512 長野市大字鶴賀緑町1613番地  長野市役所 第２庁舎１階  

保健福祉部高齢者活躍支援課に提出してください（郵送による提出も可能）。 

 

６ 留意事項 

・  職場環境等要件に基づく取組の実施について、過去ではなく、当該年度における取組の実

施を求めることとなりました。 
・  特定加算の平均賃金改善額の配分ルールにおける「経験・技能のある介護職員」は「他の

介護職員」の「２倍以上であること」について、「経験・技能のある介護職員」は「他の介

護職員」「と比較し高いこと」を求めることとなりました。 
・  提出が必須となる「（別紙様式３－１）」、「（別紙様式３－２）」については、１つのエクセ

ル ファイルにタブ区切りでまとめています。 

・  令和３年度の介護職員処遇改善計画書・介護職員等特定処遇改善計画書等の内容について、変

更の必要がある場合、変更届出書の提出が必要となります。 

 

７ その他 

・  長野県国民健康保険団体連合会が毎月送付する「介護職員処遇改善加算総額のお知らせ」

により、各事業所・施設の加算受給額（利用者負担を含む。）を確認できます。また、お知ら

せに記載されている○月審査分については、○月の前月請求に係るものとなっています。 

  （例：４月審査分 → ３月請求分を４月に審査したという意味です。） 

・  請求漏れ、エラー等の理由により、賃金改善実施期間の終期までに支払うことができなか

った場合、翌年度の実績報告の加算受給額に含めてください。 

 

 

長野市保健福祉部高齢者活躍支援課 

介護施設担当 

TEL：026-224-5094  FAX：026-224-5126 

E-mail：kourei@city.nagano.lg.jp 

mailto:kourei@city.nagano.lg.jp
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令和 4 年度「介護支援専門員実務研修受講試験対策講座」 

開催要項 

主催 一般社団法人 長野県介護支援専門員協会 

 

 本講座は、長野県介護支援専門員実務研修受講試験に向けて、試験準備をされてい

る方の自己学習を支援することを目的に開催するものです。 

 10 月 9 日（日）実施予定の本試験に向けて、試験対策上必要な講義と模擬試験及

び解答解説の講義を取り入れた 2 日間講座を行います。受講生の皆様に、より効果的

に理解を深めて頂く内容となっております。 

1. 概要   

【対策講座】オンライン開催（Zoom） 

 日 時  令和 4 年 7 月 17 日（日） 9：30～16：40 

       

【模擬試験・解説講義】会場集合による開催 

 日 時  令和 4 年 8 月 21 日（日） 9：30～16：20 

 会 場  松本市浅間温泉文化センター 中会議室 

     （〒390-0303 松本市浅間温泉 2-6-1） 

 

◼  受 講 料  ①対策講座 1 日＋模擬試験 1 日 ＝ 18,000 円 

      ②令和 3 年度当会対策講座を受講された方（再受講者） 

対策講座 1 日＋模擬試験 1 日 ＝ 16,000 円 

         ③法人及び企業等による団体申込 5 名以上の場合、１名分受講料 

          対策講座 1 日＋模擬試験 1 日 ＝ 16,000 円 

         ※但し、再受講者が団体申込みする場合、受講料 16,000 円となります。 

      ④テキスト（ケアマネジャー試験ワークブック 2022） ＝ 3,000 円 

  

◼  定 員  30 名（先着順） 

 

◼  申込締切  令和 4 年 7 月 3 日（日）  ※但し、定員に達し次第締切ります。 

 

講義および模擬試験・解説講義について 

 最近の介護支援専門員実務研修受講試験では、各分野にまたがる複合的な知識が問われ、「介

護支援分野」においても「福祉サービス」や「保健医療サービス」分野とも関連性の高い問題

が増えてきています。また、平成 27 年度の試験から受験資格に基づく解答免除の廃止に伴い、

各分野の知識が全般的に求められています。 

 本講座では、1 日目は各分野で求められているポイントや学習の仕方、制度改正や変更点等

で試験対策上必要な内容を踏まえた講義を行います。2 日目は、模擬試験を実施し、ご自分の

実力を試し、解説講義を通して本番の試験に備える為の対策を行います。 
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●時間割●（下記の時間割は、変更することがあります） 

7 月 17 日（日） 

9：00 ～ 9：30 受 付  

9：30 ～ 9：40 事務局説明 

9：40 ～ 12：10 講 義 介護支援分野・保健医療サービス分野・福

祉サービス分野ごとに講義を行います。 13：00 ～ 16：40 講 義 

 

8 月 21 日（日） 

9：10 ～ 9：40 受 付  

10：00 ～ 12：00 模 擬 試 験 

中央法規出版の「2022 年度ケアマネジャ

ー試験統一模擬試験（第 1 回）」を使用し

ます。 

12：50 ～ 16：20 講 義 

講師が模擬試験問題の解説を通じて、分野

別に解答上の留意点や頻出について講義し

ていきます。 

 

●講 師●   井坂 光毅 氏（ケアスタディ研究所 代表） 

         ※大学卒業後、病院や特別養護老人ホームに勤められ、社会福祉士

のほか、介護福祉士、看護師、介護支援専門員の資格を取得され

ています。現在は「ケアスタディ研究所」の代表を務めています。

また、複数県の社会福祉協議会等の委託で介護支援専門員受験

対策講座の講師を務められるなど、その講義内容には定評があ

り、高い合格率を誇ります。 

 

2. 申込み方法と注意事項 

※本講座は 2 日間をセットにした講座ですので、どちらか一方のみのご参加はできません。 

 

① 下記の Google フォームまたは QR コードよりお申込みください。 

 

https://forms.gle/3xDvFu6VqcAjqetq6 

                             

※法人及び企業等による団体申込5名以上の場合は、Googleフォームから申込せずに、

事務局宛ご連絡ください。個別対応させていただきます。 

 

② 受付後にメールにて受講決定通知をお送りします。指定された期日までに受講料を

指定口座にお振込み下さい。申込書後 1 週間以内に受講決定通知が届かない場合は

当協会事務局にご確認ください。 

③ 一旦納入された受講料等は、主催者の責による場合以外は返金いたしません。 

④ 領収証の発行はございません。銀行振込明細書を領収証代わりとさせて頂きます。 

⑤ 期日までにお振込みが無い場合は、キャンセルされたものとみなし、申込みは無効

となります。 

https://forms.gle/3xDvFu6VqcAjqetq6


⑥ 定員になり次第、申込みは締切ります。定員超過により受講をお断りする場合には、

その旨をご連絡致します。キャンセル待ちはありませんので、ご了承ください。 

⑦ 模擬試験当日欠席された場合、模擬試験問題と解説書をお送り致します。 

⑧ 感染予防のため、入室前の検温、マスク着用・手指消毒についてご協力をお願いい

たします。 

 

3. 模擬試験について 

・中央法規出版「2022 年度ケアマネジャー試験 統一模擬試験（第 1 回）」を使用し、

マークシートにより本番と同じ時間配分で実施します。 

・試験終了後、解説書を配布いたします。また、後日中央法規出版より個人成績表等をご

自宅にお送り致します。全国順位及び偏差値、分野ごとの得点と順位、1 問ごとの正誤

や全国正答率がわかるので、ご自分の今の実力を細かく分析することができます。 

 

4. テキストについて 

 対策講座及び模試解説では「ケアマネジャー試験ワークブック 2022（中央法規出版）」

を使用致します。受講される方は上記書籍をご持参ください。Google フォームでの受講

申込みの際に注文することも可能です。受講料入金確認後、中央法規出版よりワークブッ

ク申込者のご自宅へ発送させていただきます。 

 

5. 申込先・お問合せ先 

 一般社団法人 長野県介護支援専門員協会 事務局  

 〒380-0936 長野県長野市大字中御所岡田 98-1 長野保健福祉事務所庁舎 

 TEL 026-268-1366   FAX 026-268-1367 

 E-mail nacm@tuba.ocn.ne.jp  月～金（土・日・祝日を除く）10 時～15 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈令和 4 年度 長野県介護支援専門員実務研修受講試験の問合せ・申込み先〉 

社会福祉法人 長野県社会福祉協議会 介護支援専門員試験本部 

TEL：026-226-2000 / FAX：026-227-0137 

http://www.nsyakyo.or.jp/ 

※申込み期限は令和 4 年 6 月 30 日（木）当日消印有効 簡易書留による郵送のみ 

 

 

 

mailto:nacm@tuba.ocn.ne.jp
http://www.nsyakyo.or.jp/


Zoom（オンライン研修）に参加する場合の注意事項 

 

以下の注意事項を必ずお読みください。 

 

①事前に、パソコン又はタブレットなどに、Zoom アプリをダウンロードしておいて

ください。 

また、Zoom を最新バージョンにしてください。 

 

対策講座の数日前までに当日のログイン URL 等 を Google フォームに記載してい

ただいたメールアドレスにお知らせします。 

 

②Zoom に接続できるか事前に接続テストをお願いします。 

 ※Zoom 接続テスト URL： http://zoom.us/test 

 

③当日、Zoom ミーティングへは、必ず受講者様フルネームで入室してください 

（本人視聴確認に必要）。 

 Zoom への入室は午前 9 時 00 分～9 時 30 分の間にお願いします。 

 

④必ず視聴するパソコン等のカメラ（ビデオ）を「オン」にし、マイクは常に OFF 

（ミュート）としてご参加ください。 

 

⑤対策講座の録画・録音・撮影、またそれを転載転用・改変・配布等、不正に利用する  

ことを固く禁止します。 

 

⑥視聴にあたっては、大量のデータ（パケット）通信を行うため、有線 LAN での参加

を強く推奨します。Wi-Fi 環境でのご利用の場合、ネットワークトラブルが起こる可

能性がございますので、ご注意ください。(動作環境をご確認ください)。 

 

http://zoom.us/test

